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外皮性能計算・外皮性能図 

外皮性能計算、外皮性能図の起動時に 2023
年4月更新の項目に対応した旨のメッセージ
を表示するようにしました。 
メッセージ画面の「省エネ関連の主な法改正
はこちら」から、省エネルギー関連のロード
マップや、機能拡張項目を追記した新機能紹
介の PDFが表示されます。 

Ver9.1 起動時のメッセージ 

省エネルギー関連のロードマップ、
機能を紹介した PDFが開く 

2023年 4月版プログラムから
共同住宅の断熱等性能等級 6、
7の判定に対応しました。 

ARCHITREND ZERO Ver.9.1 の新機能 

 
法規ＬＶＳ 

有効採光面積の緩和に対応 

令和5年4月1日施行の住宅の居室に必要な
有効採光面積の緩和に対応しました。 
床面積に対する割合は、1/7以上を原則とし
つつ、照明設備の設置により 1/10までの範
囲内とすることができます。 
これにより、「専用初期設定：法規（採光）」
の「建物用途名称」に「住宅［緩和］」と「保
育所（保育室）［緩和］」を追加しました。 

※ Ver9.0以前の ZEROをお使いの方は、「建物用

途名称」に空白がある場合に、Ver9.1に更新

すると追加されます。 

これまで、4地域の ZEH+の UA値は 0.50
で判定していましたが、令和 5年 4月 1日施
行からは 0.40［W/㎡ K］以下になりました。
これに対応して、2023年 4月版以降のプロ
グラムでは4地域のZEH+の基準値は0.4で
判定します。 
 
以下のコマンドで確認できます。 
■ シミュレート 
■ リアルタイムチェック 
■ 外皮性能チェック（平面図） 

ZEH+の 4 地域の基準値変更 

【従来】 

【Ver9.1】 4地域 

■ シミュレート 
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令和 5年 4月 1日施行の、共同住宅の断熱等
性能等級 6、7基準に対応しました。 
これまで、共同住宅の場合は等級 5を上限と
していましたが、等級 6、7の判定も可能に
なります。なお、基準値は戸建て住宅の断熱
等性能等級 6、7と同じです。 

※ 戸建て住宅については対応済みです。 

以下のコマンドで対応しています。 
■ シミュレート 
■ U 値シミュレート、U 値計算表、 

η 値シミュレート、η 値計算表 
■ リアルタイムチェック 
■ 外皮性能計算表 

共同住宅の断熱等性能等級 6、7 対応 

 

等級 6、7 
判定対応 

上限 
等級 5 

等級 6、7 
判定対応 

【従来】 【Ver9.1】 

【従来】 【Ver9.1】 

【従来】 【Ver9.1】 

4地域 

【Ver9.1】 【従来】 

4地域 

0.5 で
判定 

■ リアルタイムチェック 

■ 外皮性能チェック（平面図） 

0.4 で
判定 

0.4 で
判定 

0.5 で
判定 
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 窓の性能表示制度の更新 

令和 5年 4月 1日施行から、断熱性能のラン
クを 4段階から 6段階へ変更、値のしきい値
も変更になりました。これにより、新たな評
価区分で窓の省エネ建材等級を表示するよ
うに対応しました。 

【従来】 【Ver9.1】 

 

性能項目 等級 熱貫流率 
＜参考＞ 
従来制度 

（4つ星評価） 

新たな評価区分 
（6つ星評価） 

断熱性 

― 4.7［W/（㎡・ｋ）］を 
超えるもの ★☆☆☆ ☆☆☆☆☆☆ 

H-1 4.7［W/（㎡・ｋ）］ 
★★☆☆ ★☆☆☆☆☆ 

H-2 4.1［W/（㎡・ｋ）］ 

H-3 3.5［W/（㎡・ｋ）］ 
★★★☆ ★★☆☆☆☆ 

H-4 2.9［W/（㎡・ｋ）］ 

H-5 2.3［W/（㎡・ｋ）］ 

★★★★ 

★★★☆☆☆ 

H-6 1.9［W/（㎡・ｋ）］ ★★★★☆☆ 

H-7 1.5［W/（㎡・ｋ）］ ★★★★★☆ 

H-8 1.1［W/（㎡・ｋ）］ ★★★★★★ 

 

※ 平面図や平面詳細図で建具記号をＯＮにした場合、立面図や展開図、矩計図でカタログを表示する場合、「★」表示に反映します。 

配置済みのカタログデータについては、2023年 4月版以降のプログラムに更新し配置しなおしてください。（「属性変更」を行っても変

更が反映されませんのでご注意ください。） 

３ＤＣ建具 ＡＭ建具 

【立面図：カタログ表示】 【平面図：建具記号表示】 

３ＤＣ建具 ＡＭ建具 

エネルギー消費性能計算プログラム連携 

エネルギー消費性能計算プログラムへ連携
する際に表示していた画面の「※令和４年４
月以降使用できない条件はこちら」の表記を
なくしました。 

【従来】 
【Ver9.1】 
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ARCHITREND ZERO Ver.9の新機能 

 
共通 

【ARCHITREND Driveデータ管理】 

ARCHITRENDシリーズの対象製品のマスタ、データを ARCHITREND Driveに保存できるようにしました。 
新しい PCを購入したときなど、使用中の ARCHITREND ZEROと関連するアプリケーションで構築した環境情報（マスタ、
データ）を新しい PCへ簡単に移行することができます。社内の環境情報の統一にも利用できます。また、不慮の事故や災害
に備えて、バックアップ、リカバリーツールとしても利用できます。 

ARCHITREND まるごと環境移行 

ZERO、ArchiMaster、3Dカタログのマスタを ARCHITREND Driveへアップロード、ダウンロードできる機能を追加しまし
た。クラウドを介してマスタの配布がしやすくなり、在宅者や社外協力者へのマスタ提供が容易になります。 

クラウド共有マスタ 

【アップロード】 

【ダウンロード】 

【ZERO管理／ATMGデータ管理】 

【ARCHITREND まるごと環境移行】 

【ARCHITREND Driveデータ管理】 

【ZERO管理／ATMGデータ管理】 

※ ARCHITREND Drive に環境移行するには、3D カタロ
グ.comの Bプランの契約が必要です。 

 

※ ARCHITREND Driveにアップロードするには、
3Dカタログ.comのBプランの契約が必要です。 
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汎用 

 
図面印刷 

プログラム画面の左上に表記されている製
品名のところに、バージョンとビルド番号を
表記するようにしました。 
利用しているプログラムのバージョン、ビル
ド番号が一目で確認できるようになります。 
電話サポート時に、プログラムのバージョ
ン、ビルド番号の問い合わせがあったとき
は、こちらの表記を確認してください。 

バージョン・ビルド番号表記 

ビルド番号 バージョン 

寸法線の汎用分割 

寸法線を汎用分割されたものも寸法線と判
断するようにしました。 
外皮性能図等で平面図のデータを取り込む
際に、分割した寸法線の足が描画されるよう
にしました。 【平面図】 【Ver 8 外皮性能図等】 

【Ver 9 外皮性能図等】 

変形の「分割」で
寸法線を分断 

「11．確認の特例」ロ、ハの判断を「主構造」
「延床面積」「防火地域」「建て方」より判断
し、設定・出力するようにしました。 
申請書作成の手間が軽減されます。 

WEB申請：連携拡張 

【WEB申請書作成】 
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棟別の申請部・申請以外の面積や緩和面積のタグを追加し、WEB申請への連携を拡充しました。 
申請書への転記ミスや手間が軽減されます。 

WEB申請：面積値連携 

【WEB申請書作成】 

【WEB申請書作成】 

【建築面積表】 

【床面積表】 

【WEB申請書作成】 
【床面積表】 

図枠項目チェックの設定を追加 

従来、図面を出力するときに、配置されて
いる図枠項目と現状の設定に差異がある
場合はメッセージを表示していましたが、
差異があってもメッセージを表示しない
ように設定できるようになりました。 
意図している場合に表示される手間を解
消しました。 

差異を表示しない 
場合は OFF 

【専用初期設定：印刷】 
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平面図 

 
屋根伏図 

外皮シミュレーション対応 
平面図で外皮性能をシミュレーションできるようになりました。基本プラン検討の段階で瞬時にシミュレーションでき、開口
部などの検討も早期に行えます。 
 
※ 外皮性能計算プログラムのオプションを持っていない場合でもチェックをすることができます。 
※ 構造が「木造」「2×4」以外、「物件初期設定：性能・地域条件－建築物事項」の「建て方」が「共同住宅等」の場合はチェックすること
ができません。 

小屋裏換気口判定表の行数の拡張 

小屋裏換気口判定表の最大行数を 30から
50に拡張しました。 
換気数が多い場合でも表記可能になりま
す。 
 
※ 行数が 50 を超える場合は、全ての行を配置
することができません。 

50行まで 

【小屋裏換気口判定表】 

参考断熱仕様 プログラムで用意されている断熱仕様で計算します。 

外皮性能計算 外皮性能計算プログラムの仕様セットを使って計算します。 
※ 外皮性能計算プログラムのオプションが必要です。 
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配置図 

建築建蔽率・容積率表記設定 

トータル面積表に建築建蔽率・容積率表記
の設定を設けました。 
審査機関の参考申請図書図面には記載な
い事例が多く、図面表記省略を可能としま
した。 

 
建築面積求積図／床面積求積図 

初期値登録機能の追加 

建築面積、床面積の自動配置の設定を初期
値登録できるようになりました。 
外部部屋の登録など、設定忘れなく自動配
置が実行できます。 

【建築面積自動配置】 【床面積自動配置】 

 
建築面積求積図 

面積区画の属性に申請区分を設け、「申請部
分」と「申請以外」を設定できるようにな
りました。 
申請区分を設定しておくことで、申請区分
別に建築面積が集計されます。 
 

区画属性の追加 

 
床面積求積図 

区画属性の追加 

床面積区画の属性に申請区分、棟番号を追
加しました。また、区画のタイプが容積率
緩和の場合、緩和タイプを選択できるよう
になりました。 
それぞれ属性を設定しておくことで、床面
積表へも反映されます。 

 初期値登録 
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緩和タイプ 緩和上限 
汎用（その他） なし 
エレベーター昇降路 なし 
共用の廊下等 なし 
自動車車庫等 延床面積の 1/5まで 
備蓄倉庫 延床面積の 1/50まで 
蓄電池 延床面積の 1/50まで 
自家発電設備 延床面積の 1/100まで 
貯水槽 延床面積の 1/100まで 
宅配ボックス 延床面積の 1/100まで 
 

緩和上限を考慮した、容積延床面積を表と
して配置できるようにしました。 
緩和上限を考慮した容積延床面積を求める
ことができます。 

※ 容積延面積表の容積延面積の値は、配置図の
トータル面積表に連携します。 

※ 容積率緩和区画の面積の合計が上限を超え
る場合は、緩和上限の値が合計にセットされ
ます。 

容積延面積表の作成 

容積率緩和区画の自動配置 

「床面積自動配置」で区画を自動配置すると
きに、平面図に入力されている部屋属性の
部屋タイプを参照して容積率緩和区画が自
動配置されるようになりました。 
緩和区画を手入力する手間が軽減されま
す。 

部屋タイプ 緩和タイプ 
共有ホール・廊下 共用の廊下等 共有階段 
車庫等 自動車車庫等 
エレベーター エレベーター昇降路 
 

【平面図：部屋属性】 

 
パースモニタ／パーススタジオ 

AT Driveへの URL発行の対応 

従来、ARCHI BOXにアップロードしてい
た3Dモデルやパノラマ画像のURL発行デ
ータを、ARCHITREND Driveへアップロ
ードできるようになりました。 
3Dモデル・パノラマ画像をどこでも誰で
も閲覧可能な URLとして最短手順で発行
し、ARCHITREND Driveの大容量スペー
スとデータ管理機能でより手軽にお施主様
や、協力会社に共有できます。 
 
※ ARCHITREND Driveにアップロードするに
は、3D カタログ.com の B プランの契約が
必要です。 

※ アップロードされたデータは、保管スペース
の「オープンスペース」フォルダにアップロ
ードされます。 

アップロード先 
を選択 

【3Dモデル URL発行】 【パノラマ画像：URL発行（パースモニタ）】 

【パノラマ画像：URL発行（パーススタジオ）】 

■自動配置対象区画 

上限がないので区画の面積が合計 

上限を超えているので上限値が合計 

上限を超えていないので区画の面積が合計 
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「ファイル」メニューの「Excel見積書作成」
から部屋別に建具などの数量を確認できる
ように Excel見積書を拡張しました。 
階・部屋が出力されるので各部材を確認しや
すくなります。 

 

部屋別数量の集計（Excel見積書） 

 
手間なし積算 

外壁仕上面積と同じように、0.5㎡以上の建
具開口面積であれば、妻壁シンボルの面積か
ら差し引かれるように改良しました。 
より精度の高い数量となります。 

妻壁開口面積考慮（建具） 

 
積算 

階と部屋が出力
されます。 

Ver.9より、Excel見積書のテンプレ
ートに「部屋別数量 (部屋別表
示).xltm」を追加 

妻壁 

妻壁仕上面積から建具開口面積
（0.7039㎡）が差し引かれていること
を確認できます。 
＝4.9083 

建具 

【Ver.9の場合】 

【Ver.8の場合】 



ARCHITREND ZERO Ver.9の新機能 

11 

 
木造壁量計算 

一括自動の面積自動配置にて、R階を物置面
積として登録できる設定を追加しました。 
個別に追加していただいた物置面積考慮手
間が軽減されます。 

R階の部屋面積を物置として登録 

1階
 

2階
 

屋根裏収納 

屋根裏収納 

R階
 

物置等 ONと 
して面積加算 

2階小屋裏面積は 
通常部屋として登録 
※面積が重複しないよ
うに 1 階には参入しな
い。 

 
法規 LVS 

排煙上無窓居室の検討 

法規チェックの対象に「排煙無窓」を追加
し、排煙上無窓居室の検討を行えるように
なりました。 
3階建て住宅など、排煙上無窓居室の検討
が必要な場合に便利になります。 
 

【排煙無窓の区画の判定表】 

【専用初期設定：チェック対象】 

「排煙無窓」の場合は排煙有効高は 
800ｍｍ固定です。 

「排煙無窓」の場合は 
天井高を変更すること 
ができます。 

物置として登録され
たR階小屋裏面積を
物置として登録 

 

R階小屋裏面積を 
物置として登録 
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日影・天空図 

 
シックハウス 

対象階に R階を追加 

シックハウスの対象階に R階を追加しま
した。 
下階とつながっている R階ロフト部屋な
ども計算できるようになります。 
 
 

屈折した道路を一の道路として検討するた
めに、適合建物と算出点の関連付けを変更先
へ編入できるようにしました。 
屈折道路の天空率申請が軽減されます。 

算出点関連付け変更 

複数の斜線適合建
物を同じ算出点グ
ループに合成 

勾配道路や連続する屈曲道路を一の道路と
して検討するために、算出点位置・高さを設
定するための補助機能を用意しました。 
屈折道路等の天空率申請が軽減されます。 

算出点位置アシスト 

【算出点位置アシスト】実行前 【算出点位置アシスト】実行後 

算出点が複数種類 
配置されている 1種類の算出点で 

等間隔にピッチ配置 

補助文字で 
表記も可能 
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天空率算出点に高さ表記できるように対応

しました。確認しやすく、表記手間も軽減さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天空率算出点に算定高表記 

【天空率算出点に高さ表記 OFF】 【天空率算出点に高さ表記 ON】 

算出点配置時
に高さ表記 

算出点高はmm表記 
（例）123.456mmの場合 
3桁の設定で、123 mm 
4桁の設定で、123.5 mm 
5桁の設定で、123.46 mm 
四捨五入固定 

天空率表 

 

天空率 
算定図表 

算定高の小数桁数を設定できるように対応

しました。 

・「天空率表」の算出点高 

・「天空率算定図表作成」の測定高 

・天空率算出点の高さ表記 

の小数桁数をそろえられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算定高の小数桁数の設定 

算出点の高
さ表記 
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外皮性能計算・外皮性能図 

外皮性能計算、外皮性能図の起動時に 2022
年 10月更新の項目に対応した旨のメッセー
ジを表示するようにしました。 
メッセージ画面の「Ver9の機能拡張につい
てはこちら」から、拡張項目を追記したこち
らの新機能紹介の PDFが表示されます。 
 

Ver9拡張機能のメッセージ 

断熱等性能等級 6、等級 7対応 

 住宅性能表示制度における省エネ性能に係
る上位等級の創設に合わせ、断熱等性能等級
６、等級７基準に対応しました。 
法改正に対応し、高い性能等級の設計もでき
るようになります。 

■ 断熱等性能等級変更 

■ シミュレート 

■ U値シミュレート、U値計算表、η 値シ
ミュレート、η 値計算表 

※ 8地域の場合は、η 値等級 7の基準がな
いため、上限が等級 6になります。 

8 地域のη 値の等級７は、基準
値がありません。 
等級６は、等級 4、5 と基準値
が異なります。 

8地域 

8地域 

■ その他・・・ 物件初期設定：性能地域条件－目標等級の断熱等性能等級、リアルタイムチェック、外皮性能計算表でも等
級 6、7追加対応をしています。 

チェックを ONにした場
合でも、「ヘルプ」メニ
ューの「新機能の紹介」
から、こちらの PDFを確
認できます。 

「こちら」から機能を
紹介した PDFが開く 

等級 6、7の判定は、戸建てのみ
対象です。共同住宅の場合は、等
級 5までの判定となります。 

※ 2022年 10月版プログラムの対応については、P.19をご参照ください。 



ARCHITREND ZERO Ver.9の新機能 

15 

3Dカタログ断熱仕様登録・ダウンロード 

専用ツールバーの「断熱仕様登録」コマンド
に「3Dカタログ断熱仕様作成」メニューを
設け、簡単に断熱仕様を作成しダウンロード
できるように対応しました。 
「3Dカタログ断熱仕様作成」から部位と構造
を選択して作成できます。 

【従来】 

【Ver9】 

「かんたん仕様作成」
からも作成可能 

【従来】 

【Ver9】 

自動配置条件設定の画面変更 

自動配置条件設定の画面が変わりました。 
「かんたん設定」と「詳細設定」の 2つのモ
ードがあり、「かんたん設定」では必要最小
限の仕様の選択で自動配置が行えます。 
また、どちらのモードからも選択する仕様が
ない場合は、画面から仕様を登録することも
できます。 

【従来の自動配置条件設定】 

【Ver9：自動配置条件設定 かんたん設定】 

【Ver9：自動配置条件設定 詳細設定】 

 

設定した仕様を「現在の仕様をセット登録」で
登録できます。その後、専用初期設定で「専用
マスタ書込」を行うと、次回から他の物件でも
「仕様セット読み込み」から読み込んで自動配
置を実行できます。 

「詳細設定」は「仕様セット読み込み」のみ 
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改正前の設定を非表示 

以下の、改正前の不要な設定を非表示にし、改正後の設定のみとしました。 
●「専用初期設定：建具－建具設定」の「詳細法（数表を用いる）」 
●「専用初期設定：建具－建具設定」の「日除けの判断」 
●「専用初期設定：自動配置条件」の「平均日射熱取得率基準年度」 

※ Ver9で、「詳細法」を設定している物件データを読み込んだ場合は、従来の表示

がされます。「定数」「簡略法等」を選択して OKをクリックすると「詳細法」の

表示はなくなります。 

※「熱的境界（建具）」ダイアログの「補正」について「詳細法」を設定している物

件データを読み込んだ場合は、「詳細法（計算で比較）」が表示されます。 

「定数」「簡略法等」を選択して OKをクリックすると

「詳細法（計算で比較）」の表示はなくなります。 

※ Ver9で、「8地域」「平成 25年基準」の設定で作成した物件データを読み込んだ場合は従来の表示がされます。「令和 2年基準」に設定

を変更すると、平均日射熱取得率基準年度の設定表記はなくなります。 

【従来】 【Ver9】 

【従来】 【Ver9】 

【従来】 【Ver9】 
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「建具設定」の開口寸法に押さえ追加 

「専用初期設定：建具－建具設定」の開口寸法の押さえに「物件初期設定－[建具]－[枠見付]の寸法区分より」を追加しました。 
これにより、サッシの窓タイプは上下左右外法、テラスタイプは上・左右は外法・下は内法という寸法押さえができるように
なります。 

「仕様設定」ダイアログの「面積比」の表記を「面積比率」に変更しました。 
国立研究開発法人 建築研究所の資料では「面積比率」となっているため、表記を合わせました。 

「面積比」から「面積比率」に表記変更 

【従来】 【Ver9】 

※ ONの場合は、「物件初期設定：建具－枠見付」の

「寸法区分」の押さえを参照します。 

【物件初期設定：建具－枠見付】 【専用初期設定：建具－建具設定】 

【熱的境界（建具）】 
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外皮性能計算表の等級表記 

UA値と η AC値の等級をそれぞれ評価して
表記していましたが、断熱等性能等級として
の判定を一つ（低い方）だけ表記するように
しました。 
断熱等性能等級の判定が見やすくなります。 

また、断熱等性能等級の目標等級が 4以上
と、3以下で「基準値」の等級表記が変わり
ます。 

※ 断熱等性能等級が 4以上は、等級 4～7まで表

記します。 

※ 断熱等性能等級が 3以下は、等級 2～5まで表

記します。 

 
 

※ 外皮性能図で「表一括更新」を行う場合も、Ver9
からは右図の確認画面が表示されません。 

表一括更新の対象図面・表の追加 

外皮性能計算、外皮性能図で、これまで「表
一括更新」の対象外であった、方位図、凡例
表、仕様表のデータ更新や再配置に対応しま
した。 
更新の手間が軽減でき、更新忘れも防げるよ
うになります。 
 
※ 更新後は、表が重なったりズレたりする
ことがあるので、配置した図や表の見直
しを行ってください。 

【Ver9の流れ】 

■ 外皮性能計算からの「表一括更新」 

【従来の流れ】 

等級 2～5表記 

【Ver9：外皮性能図】 

【Ver9：外皮性能図】 

等級 4～7表記 

【従来：外皮性能図】 

8地域のη ACは、等級 2～3、7で基準値
がないため、上限は等級 6になります。 
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日除けを冷房期・暖房期で同じ情報に 

取得日射熱の補正方法で「簡略計算法」によ
る計算をした場合に、ZERO Ver.9 10月版か
ら冷房期も暖房期も短い方の庇を採用しま
す。 

※ これまでは冷房期は距離の長い方、暖房
期は短い方を採用していました。 

■ 外皮性能図：外皮見付図 
冷房期も暖房期も短い方の庇を採用するこ
とで、どちらも日除けの寸法が同じなりま
す。そのため、外皮性能図の外皮見付図は冷
房期と暖房期の区別がなくなり統合されま
す。 

短い方
を採用 

【Ver9：10月版以降】 【Ver9：9月版まで】 

長い方
の値 

短い方
の値 

9月版より以前のデータは、「日除けの
再取得」をクリックすると、10 月版
の数値に変わります。 

暖房期は
短い方 

冷房期は
長い方 

冷房期・暖房期
の情報は同じ 
冷房期・暖房期
の情報は同じ 

【Ver9：9月版まで】 【Ver9：10月版以降】 

【Ver9：9月版まで】 【Ver9：10月版以降】 

窓の計算基準年度（Ver3.3）追加 

外皮性能図で作成する外皮性能計算表の「計
算基準年度」に「令和 4年（Ver3.3）基準」
を追加しました。Ver3.3の内容で計算した
場合は、「令和 4年度（Ver3.3）基準」を選
択できます。 

【Ver9：9月版まで】 【Ver9：10月版以降】 
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木造構造計算 

柱のめり込み補強において、土台プレートのサイズが不足している場合、「初期設定（追加使用部材）」の「土台プレート登録」
にてプレートサイズと鋼材をユーザー登録できるように拡張しました。 

※ 土台プレートリストで登録されたプレートは、「管柱」「通し柱」ダイアログの「めり込み補強（短期）」に「名称＋幅 1＋
幅 2＋厚さ＋（鋼材）」で表示されます。 

 
 

土台プレートのユーザー登録 

【初期設定：追加使用部材】 登録したプレート
は、この位置に表
示されます 

出荷時は、土台プレートリストは未登録です。 

「木造軸組工法住宅の許容応力度計算（2017
年版）」の「転倒モーメントによる短期接地
圧の検定」で解説されている「長方形以外の
底盤形状の場合における底盤面積が等しく
なるような長方形への置換」に対応しまし
た。 
これまでの最大矩形での検討と選択可能と
しました。 
 

転倒モーメントの矩形置換 基礎面積A（1階床面積と考えてよ
い）と同じ面積の長方形に置換する。 
Ly’=A／Lx 

【初期設定：計算条件（方針）】 

【等面積の長方形置換による：ON】 

基礎面積A：38.506650㎡ 
Ly最大長：6.37m 
Lx＝A/Ly＝6.045m 

【等面積の長方形置換による：OFF】 
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梁などの属性ダイアログの「属性」が「共通」になっている場合、「初期設定（使用共通部材）」にて部材サイズや材料を変更
すると、部材属性のサイズなどが自動的に変更されてしまうため、部材の属性変更時に「属性」のみを「個別」に一括変更で
きるように対応しました。 
使用共通部材のサイズとは異なる部材がある場合に、一括して「属性」を「個別」に変更できるため作業効率が上がります。 

部材属性の「共通・個別」を 
一括変更の対象 

【Ver.9の場合】 

属性 

「属性」を 
ON 

【Ver.8の場合】 

「属性」を一括
変更できない 

人通口属性に有効躯体幅を設定できるよう
に拡張しました。 
せいが小さく幅の広い基礎梁としての計算
が可能となります。 
また、「せん断の検討」が追加され、「開口部
有効躯体幅」を考慮して基礎梁のせん断力を
検討できるようになりました。 

※ 個別計算（基礎梁）においても、同様「開
口部下検討」に「せん断検討」チェック、
人通口属性に「幅」を追加 

人通口の有効躯体幅の考慮 

【個別計算：基礎梁】 

右側 
人通口の設定 

【計算書：立上り開口部の検討】 
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基礎梁、人通口の属性にて、せん断補強筋端
部フックを個別に設定できるように拡張し
ました。 
基礎梁、人通口個別に端部フックの検討を行
うことが可能です。 

※ Ver.8までは、「初期設定（計算条件（方
針））」の「せん断補強筋端部フック」に
ある「有り」「無し」の設定を参照して計
算していました。 

 

基礎梁・人通口の端部フック設定 

【人通口】 
【基礎梁】 

【計算書：立上り開口部の検討】 

固定荷重の「その他壁」を 9個に拡張しました。中規模物件など壁種類が多い場合にも様々な壁荷重に対応できます。 

その他壁荷重の拡張 

その他壁 1～9 

その他壁 5～9を追加 

【初期設定：固定荷重】 
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2×4 構造計算 

・対称異等級構成集成材 
・特定対称異等級構成集成材 
・非対称異等級構成集成材 
において、梁せいが 600超え 900以下の場
合の Fbx係数について、平成 24年改正「集
成材の日本農林規格」の 600超の係数に対応
しました。 

※ Ver.8までは、梁せいが 600超え 900以
下の場合の係数は、計算式にて算出 

集成材 Fbx係数の法改正対応 

【ヘルプ（木造構造計算 > 基準強度マスタ設定）】 

【基準強度マスタ】 

梁など「属性」が「共通」になっている場合、「初期設定（使用共通部材）」にて部材サイズや材料を変更すると、部材属性の
サイズなどが自動的に変更されてしまうため、部材の属性変更時に「属性」のみを「個別」に一括変更できるように対応しま
した。 
使用共通部材のサイズとは異なる部材がある場合に、一括して「属性」を「個別」に変更できるため作業効率が上がります。 

【Ver.9の場合】 

属性 

「属性」を 
ON 

【Ver.8の場合】 

「属性」を一括
変更できない 

部材属性「属性」の一括変更対象 

基礎梁、人通口の属性にて、せん断補強筋端
部フックを個別に設定できるようにしまし
た。基礎梁、人通口個別に端部フックの検討
を行うことが可能です。 
この場合、スターラップ筋を考慮した許容せ
ん断応力度を採用します。 

※ Ver.8までは、「初期設定（構造計算条件）」
の「耐力壁仕様・たて枠材長・基礎設定」
にある「基礎梁せん断補強筋端部フック
有り」の設定を参照して個別計算してい
ました。 

 

基礎梁・人通口の端部フック設定 

【人通口】 
【基礎梁】 
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人通口属性に有効躯体幅を設定できるよう
にしました。せいの低い、基礎梁とは異なる
幅で、開口部下を検討することが可能です。 
また、「せん断の検討」が追加され、「開口部
有効躯体幅」を考慮して基礎梁のせん断力を
検討できるようになりました。 

※ 個別計算（基礎梁）においても、同様「開
口部下検討」に「せん断検討」チェック、
人通口属性に「幅」を追加 

人通口の有効躯体幅の考慮 

【個別計算：基礎梁】 

右側 
人通口の設定 

【計算書：立上り開口部の検討】 

固定荷重の「その他壁」を 4個から 9個に拡張しました。中規模物件など壁種類が多い場合にも様々な壁荷重に対応できます。 

その他壁荷重の拡張 

その他壁 5～9 
【初期設定：固定荷重】 

その他壁 5～9を追加 

梁、まぐさの計算で、集中荷重の数を 13か
ら 50個へ拡張しました。 
また、まぐさ、梁、屋根梁の個別計算で設定
できる集中荷重の数を５個から 50個に拡張
しました。 
中規模物件などで使用するスパンの長い部
材に多数の集中荷重を設定できるようにな
ります。 

集中荷重の拡張 

【まぐさの個別計算】 
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・対称異等級構成集成材 
・特定対称異等級構成集成材 
・非対称異等級構成集成材 
において、梁せいが 600超え 900以下の場
合の Fbx係数について、平成 24年改正「集
成材の日本農林規格」の 600超の係数に対応
しました。 

※ Ver.8までは、梁せいが 600超え 999以
下の場合の係数は、計算式にて算出 

集成材 Fbx係数の法改正対応 

【ヘルプ（木造構造計算 > 基準強度マスタ設定）】 

【基準強度マスタ】 


